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〈論文〉
ミクタム詩編の特徴と起源 (1)
佐々木哲夫
1.はじめに 昧について考察し、次に、ミクタム詩編群
の釈義によってその特徴を時lらかにし、最
詩編の表題にはさまざまな情報が記載さ 終的には、詩編群の起源に関する考察を試
れている。例えば、指揮者や旋律など音楽 みたいと考えている。
に関する情報、 「賛歌」や「ダビテー」など詩
編名や個人名に関する情報、さらには、「記 2.ミクタムの意味
念」や「ダビデがユダの荒れ野にいた時」
など詩編の種類や歴史状況に!到する情報な
どの記載である。1) これまで、 しばしば、
詩編の表題は、捕囚後の祭儀に基づくもの
で詩編本文の歴史性と必ずしも一致するも
のではないと考えられてきた。他方、古代
オリエントの詩歌や賛歌において表題や奥
付の記載が珍しくないとの事実から、表題
を捕囚期以降の記述であると年代設定する
ことに疑問が提起されているf 本稿にお
いては、詩編を解釈する場合、表題を含め
た本文全体の総合的考察が必要であると考
える。特に、ミクタム詩編と呼ばれる詩編
16編および56-60編を釈義する場合、ミク
タムという標題のもとに記された詩編群で
あるが故に、3) その詩編群に共通する特徴
的要素が見いだされるのではないか、また、
その特徴的要素を手掛かりとしてミクタム
詩編群全体に関する議論が可能になるので
はないかと考える。以上のような課題を認
識しつつ、本論文においては、まず最初に、
表題に記載されているミクタムの言葉の意
ミクタム(ロ中平均)という t言葉の意味に
|刻して、いくつかの説が提案されている。
例えば、音楽に関連する用語と考えるユダ
ヤ教の説がある。Rashiは、ミクタムの意味
に闘し多くの説明を加えた後、これは音楽
的脚色のための用語であると解した。 他方、
Radakは、ミクタムが特別な楽器の名称で
あると注解している。引 このように、もし、
ミクタムが楽器を意味していると想定する
ならば、楽器のためにいくつかの詩編が蒐
集されるという珍しい現象を仮定すること
になる。例えば、「伴奏付き」と訳されてい
る 円~'~ ~ (music ofstringed instrument) 5) 
が、詩編4、6、54、55、61、67、76に分
散されて記されている こと、また、詩編
56-60のミクタムがさまざまな曲名と共
に記されているが、 同司~~は曲名と共に記載
されてはいないことなどから、この5見は困
要量であると考える。6)
また、ミクタムが、特別な音楽的脚色を
意味しているならば、歌詞の一部を記して
特定の調べを指定するなどの指示が併記さ
れるべきと期待される。しかし、詩編16編
には何も併記されていない。
ミクタムの言葉がもう一つ別の意味「王
冠」の意味を持つとの説もある。 Feuerは、
次のように記している。
Rashi also suggests as alternate 
translation "a crown." David was 
accustomed to constantly repeat the 
following plea電protectme， 0 God， 
for in You 1 take refuge' until it 
enveloped and encircled him Iike a 
7) crown. 
この説においてロ早字。は、'0宇(tosur-
round)から派生した語と考えられている。
即ち、'1:I~9 (Piel ptc. m. sg. )もしくは
「吻字。 (Hiphilptc. m. sg.)からの派生語
だという推定である。しかし、 「とロの
置換は困難な想定であり、語源的な支持が
得られていない説である。
さらに、 口早字。がロり手 (gold)から派
生したとの説もある。この説は、 IbnEzra 
によって主張された。剖 彼は、ミクタムと
稚歌 5章11節 a の司ロn~ 泌総， (his head 
is the finest gold)と関連させ、「秀逸で重
要な詩」であることを告げる表題だと解釈
した。しかし、嘆きの歌(lamentpsalms) 
に分類される詩編に記されている表題の語
が、人間の理想的愛を教える雅歌からの引
用と推論する説は困難な想定だと考える。
Talmudは、異なる視座からの解釈を提
案している。例えば、 ロl;l=?~を可申 (hum-
ble)と口。(innocent)の二語に分割して解
釈する。即ち、ダビデが謙虚で純潔な王で
あることを告げる表題であると理解する。引
他方、 Midrashは、 ロ早字。 を ntDl't と
n~ol:1の二語から合成された語として理
解し、「徹底的討伐 (totalbeating) Jの意
味に解釈した。例えば、詩編60編の表題に
は、ダビデが塩の谷でエドム人12，000人を
討ち取ったと記されている事例を挙げる。
即ち、Midrashは、7:ラムとの問題をヨアブ
がダビデに告げたので、ダピデが即座に解
決に乗り出したと理解している。10)
以上のよう に、ラビたちは、 旧約聖書に
記載されている歴史状況と整合するような
既知の言葉の組み合わせによって ロN~
の意味を定義しようとした。 IbnEzraが
口。争ゆをロt.9(gold)からの派生語と考
えたことは前述した。ところで、稚歌5章
11節と関連きせずにロり字 に接頭語の白
が結合したと考えて ロ切手。を解釈する説
もある。石碑に刻印された金文字 (an
inscription)の意味に解釈する説である。
ダビデと関係する記述であるが故に、金文
字で京1印きれたと考えられたのである乞こ
の説は広く流布され、 c.A. Briggsや M.
Dahoodも支持している。11) しかし、既に
E. Hengstenbergが指摘しているように、
この解釈には文法的な困難がある。12)
他方、 2 とロは互換性があるとの考え
を根拠に、 ロ早争~を::lI;1:?~と同一視して
読む説がある。13) 例えば、イザヤ書15章2
節の y!l'， (dibon)が、イザヤ書15章9節
では 1泊.， (dimon)と記されている。14) こ
のような記載は、常道を逸しているとか方
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言的変異であると注解されている。 ]S] H 
Leupoldは、 2が白に書き換えられた理
由として、デボンの運命の重さを理解した
預言者が 1~" にロつ (blood) の単語を重
ね合わせて表現しようとした結果の現象だ
と説明している。16) しかし、 コと泊の置
換は、ロり字ゆだけでなく他においても観察
される現象である。例えば、 総「平 (fat，倉IJ
41:2 ，士3:17) と総'''1~ (王上1:9) 、 1~\ (time， 
ダニ2:8)と17;¥(コへ3:1，ネへ2:6)などで
ある。
幾人かの注解者は、イザヤ書38主9節の
明Pわう::lt;l羽 (thewriti昭 ofHezekiah) 
とロt;l=?~との関係を指摘している。例え
ば、 H.Ginsbergは、以下のように記し、ミ
クタム詩編が石に刻印されて公開された詩
であると指守衛している。17)
Whether or not， therefore， the words 
コ早字。 and ロ早平~ related etymologi. 
cally， inthe verse we have cited both 
alike prove that at least the authors 
of these verses did not hesitate to 
attribute to the pious kings of Judah 
the practice so well attested for 
other nations of the Ancient Orient 
of setting up inscriptions of petition 
and acknowledgment. 
アッカド語katamu(cover)に基づいた
議論もなされている。J.Thirtleは、ロ押ゆ
が「覆う (covering)Jや「隠す(concealing)J 
の意味を有していると想定し、個人的で私
的な詩編を意味していると理解した。他方、
s. Mowinckelは、ミクタム詩編が下記の
通り犠牲や液罪の儀式に基づくものと考え
fこJ叫
The word is probably transferred to 
the psalm its object in connection 
with the sacrifice and ceremonies of 
atonement and purification on a day 
of prayer and humiliation， and so is 
only used for psalms of Yahweh， as 
in Ps. 16， issuch an act of 'atone-
ment，' which would 'cover' sin in the 
eyes of Yahweh. The only exception 
is Isa. 38: 9， ifhere we replace the 
MT headingコの字。by口早字。， for this 
psalm is a psalm thanksgiving after 
illness， however， this makes the cor・
relation impossible. 
しかし、この解釈は、 katamuの有する意
味を適切に反映させたものではない。19) な
ぜなら、ミクタム詩編は、罪よりも危機的
状況が主題にされていると考えられるから
である。例えば、 B.Eerdmansは、ロ早字。
Ginsbergは、ロ思字。とロの3との関連には を"tocover the lips"の意味に解し、20)
言及せず、もっぱら、口。字。と::lI;l字。との j通常の祈りと異なる"asilent prayer"を意
関連について議論している。ただし、ロ甲字。 味していると説明している。2))
とコ思字。が同一であると結論づけているわ さらに、アッカド語のkatamu(to cover) 
けではない。 と同じ意味のアラビヤ語maktumQ1idden， 
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secret)に基つく解釈がある。例えば、
Leupoldが口早字。を "amystery poem" 
と訳し、 Hengstenbergが深遠な意義を合
んだ詩という意味で"asecret"と訳してい 25 
る。22)
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詩編
(I) 
表題の情報
2 
3 Nl Al 
4 Ml 1'1 Nl A1 
5 Ml 1'2 NI A1 
6 Ml T1 T3 N1 A1 
7 N2 Al C1 
8 MI T4 N1 A1 
9 MI T5 N1 AI 
10 
1 M1 A1 
12 M1 1'3 N1 A1 
13 Ml N1 A1 
14 Ml A1 
15 N1 A1 
16 N3 A1 
17 N4 A1 
18 M1 
22 Ml 1'6 Nl Al 
23 
24 
26 
27 
28 
29 
30 
31 M1 
32 
33 
34 
35 
36 M1 
37 
38 
H3 39 M1 M2 
Nl Al 
40 M1 
41 M1 
(Il) 
42 M1 
43 
44 M1 
45 M1 T7 A3 
46 Ml A3 T8 
47 M1 
48 S3 Nl 
Al Nl 
49 M1 
50 
51 M1 
52 Ml 
Al 
Al 
Al 
A1 
N1 A1 
N1 Sl A1 
Nl A1 
A1 N5 
A1 
A1 
A2 
A1 
N1 Al 
N1 A1 
A1 N1 
Nl Al 
N5 A3 
A3 N5 
N5 S2 
S3 
A3 Nl 
A3 
A3 N1 
N1 A4 
Nl Al 
N5 A1 
19 Ml A1 
A2 C2 1-I18 53 Ml T9 N5 Al 
Nl 
:W M1 N1 八l
21 Ml N1 Al 
54 Ml 1'1 N5 Al 
55 M1 1'1 N5 
56 1VI1 TIO A1 
4 
A1 
N3 
H34 
C3 
H51 
H52 
日56
57 Ml Tl Al 
58 Ml Tll Al 
59 Ml Tll Al 
60 Ml Tl2 N3 A1 
61 Ml T13 
62 Ml T14 Nl A1 
63 
64 M1 
65 M1 
66 M1 S3 N1 
67 Ml T1 N1 
68 M1 
69 Ml T7 
70 Ml 
N3 
N3 
N3 
Al 
Nl A1 
S:l 
H57 91 
92 
H59 93 
C4 H60 94 
95 
96 
H63 97 
98 
臼9
???
??
?
???
102 
71 105 
C3 
10;) 
104 
72 
(IlI) 
73 
74 
Nl Al 
Nl A1 51 
Al N1 S3 
A1 
Al 
A5 
N1 A4 
75 Ml Tl Nl A4 S:l 
N5 A4 
77 M1 1'14 A4 
76 Ml Tl Nl A4 S3 
N1 
78 
79 
80 Ml Tl2 A4 
81 Ml T4 
82 
83 S3 Nl 
84 M1 T4 A3 
85 Ml 
86 
87 A3 Nl 
88 S3 Nl A3 Ml Tl5 N5 A6 122 
123 89 
(lV) 
90 N4 A8 A9 
N5 A4 
N1 A4 
Nl 
A4 
Nl A4 
A4 
N1 
A3 Nl 
N4 Al 
S3 
N5 A7 
106 
(V) 
107 
108 
109 M1 
???
111 
112 
113 
114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
124 
12S 
「?
S:l NI 
NI 
NI 
Nl 
AI 
N4 Al0 
Al 
Al 
S3 C5 
Nl 
A1 
Al 
Nl 
NI 
S4 
S4 
S4 Al 
S4 
S4 Al 
S4 
C6 
HI02 
126 S4 
127 S4 A5 
128 S4 
129 S4 
130 S4 
131 S4 AI 
132 S4 
133 S4 AI 
134 S4 
135 
136 
137 
1よ8 AI 
139 Ml AI NI 
140 Ml Nl Al 
141 Nl AI 
142 N5 AI HI42 N4 
143 Nl AI 
144 AI 
145 Nl AI 
146 
147 
148 
149 
150 
M 1: tothe choirmaster. M2: to Jeduthun. 
T 1 : withthe stringed instruments. T2: for 
the flutes. T3: according the Sheminith. 
T4: according to the Gittith. T5: accord 
ing to Muth.labben. T6: according to the 
Hind of the Dawn. T7: according to 
Lilies. T8: according to Alamoth. T9: 
according to Mahalath. Tl0: according to 
the Dove on Far-off Terebinths. Tl1: 
according to Do Not Destroy. T12: 
according to Shushan Eduth. T13: with a 
stringed instrument. T14: according to 
Jeduthun. T15: according to Mahalath 
Leannoth. N 1 : a psalm. N2: a Shiggaion. 
N3: Miktam. N4: a prayer. N5: a Maskil. 
A 1:of David. A2: of David the servant of 
the Lord. A3: ofthe sons of Korah. A4: of 
Asaph. A5: of Solomon. A6: of Heman 
the Ezrahite. A 7:of Ethan the Ezrahite. A 
8: of Moses. A9: the man of God. A 10: of 
the Afflicted. 51: a song at the dedica-
tion of the house. 52: a song of love. 53: 
a song. 54: a song of ascents. C 1:which 
he sang to the Lord concerning Cush， a 
Benjamite. C2: who spoke to the Lord 
the words of this song. C3: for a memo-
rial. C4: to teach. C5: for the Sabbath 
day. C6: for the thanksgiving. H3: when 
he fled from Absalom his son. H18: on the 
day when the LORD delivered him from 
the hand of al his enemies， and from the 
hand of Saul. H34: when he feigned mad. 
ness before Abimelech， so that he drove 
him out， and he went away. H51: when 
N athan the prophet came to him， after he 
had gone in to Bathsh巴ba.H52: when 
Doeg， the Edomite， came and told Saul， 
"David has come to the house of 
Ahimelech." H56: when the Philistines 
seized him in Gath.ト-157:when he fled 
from Saul， in the cave.ト-159:when Saul 
sent men to watch his house in order to 
kil him. H60: when he strove withAram-
naharaim and with Aram-zobah， and 
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7) Feuer， Tehillim， 1:192. Thomson， Clark's Foreign Theologi-
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Book 01 Psalms: A New Transωtion T. Clark， 1876)， 232. "but it is to be 
with Introductions and Notes， 2 vols. objected to this exposition， that 
(Grand Rapids， Michigan: Zonder- scarcely a single noun can be found 
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